
AmiVoice Ex7 

 

「選択中の録音デバイスが利用できません」と 

エラーが出る場合にご確認ください 

 

 

【エラー内容】 

AmiVoiceEx7 で音声入力する際、 

録音ボタンを押下したタイミングで 

「選択中の録音デバイスが利用できません」 

とメッセージが表示され、入力できない。 

 

 

■以下の手順でエラーが改善されるか、ご確認をお願いいたします。 
 

1 タスクバーのウィンドウズマークを 

クリックし、設定アイコン（歯車マー

ク）をクリックします。 

 

 

2 「設定」から 

「プライバシーとセキュリティ」を 

クリックします。 
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3 少し下へスクロールすると「アプリのア

クセス許可」がありますので、 

「マイク」をクリックします。 

 

4 「マイクへのアクセス」と「アプリにマ

イクへのアクセスを許可する」の 2 つが

オフになっていたら 2 つともオンにしま

す。 

 

 

 

 

5 「デスクトップアプリにマイクへのアク

セスを許可する」のチェックが、 

オフになっていたらオンにします。 

 

 

※この項目はご利用環境によっては表示

がない場合があります。この項目が 

なければ、6 へ進んでください。 

 

 

 

 

 

 

※上記 2 項目よりも下にスクロールしないと出て

こない項目になります 

6 AmiVoiceEx7 を起動し、音声入力をお試しください。 

同様のエラーが発生する場合は 7 以降の手順をお試しください。 
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7 コントロールパネルを開きます。 

 

① 〔Windows キー  〕と〔R〕キ

ーを同時に押し、「ファイル名を指

定して実行」ダイアログを表示させ

ます。 

②「名前(O):」欄に「control」と入力

し、「OK」をクリックするとコントロ

ールパネルが開かれます。 

 

8 「ハードウエアとサウンド」を開き、 

「サウンド」をクリックします。 

 

※「ハードウェアとサウンド」が表示

されない場合は、画面右の「表示方

法」で「カテゴリー」を選択してくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 上部に 4 つのタブがありますので 

「録音」のタブを開き、 

AmiVoiceEx7 で使用しているマイクを 

ダブルクリックします。 
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10 マイクのプロパティが開かれますので 

上部の 4 つのタブから「詳細」を 

クリックします。 

  

 

11 「既定の形式」の中のプルダウンを開

き、 

「1 チャンネル、16 ビット、

22050Hz（AM ラジオの音質）」が 

選択されていない場合は選択します。 

 

12 同じ画面の「排他モード」を確認し、 

「アプリケーションによりこのデバイ

スを排他的に制御できるようにする」 

「排他モードのアプリケーションを優

先する」 

のチェックが入っている場合は 2 つと

も外し、「適用」をクリックします。 

 

「OK」で画面を閉じ、AmiVoiceEx7

で音声入力をお試しください。 

 

 


